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宇都宮大学 まちづくり隊

1．提案の背景・目的
多文化多様性社会化が契機で、日本における留学生及

び外国人労働者も含め、より一層暮らしやすいまちづく
りが求められている。そこで、宇都宮に住む外国人の不
安や、外国人に対する誤解を解消できる取り組みが必要
だと考え、今回それらの取り組みを推進できる事業とし
て、「食まちフェスin宇都宮」を提案する。今回の提案
は、宇都宮で暮らす上での不安や差別を解消し外国人が
輝ける場所をつくることで、全ての人にとって住みよい
まちをつくることだけでなく、外国人がローカルな社会
に溶け込み、さらには、宇都宮に関わる外国人も地域づ
くりの担い手であるという当事者意識を醸成することを
目的とする。

3．現状分析
(1)日本語を学ぶ外国人に対しての意識調査 (2)既存の交流場所

4．事業提案
事業名：食まちフェスin宇都宮

2．にぎわいアクションとの関連
にぎわいや魅力のあるまちには、世代や国籍を問わず誰
でにとっても利便性が高く、主体的に活動できることが重
要だと考えている。また、私たちは活動の中で外国人が生
活の中でどのようなことに困っているのかなどを問うアン
ケート調査を実施し、彼らの生活において何が障壁となっ
ているのかを分析して、その問題を解決するにはどのよう
な取り組みが必要か考えた。このような私たちの活動は、
宇都宮の現状や問題を認識し、宇都宮に住む全員が主役と
なりより良いまちを目指す活動であり、私たちがにぎわい
や魅力あるまちづくりのイメージとして考えている、年
齢・出身等関係なく誰もが暮らしやすく、活躍ができるま
ちの実現につながる。

目的：外国人の生活におけるバリア・ニーズの把握
→提案の方向性決定

日本人や外国人同士での交流に対して一定の需要は
ある一方で、宇都宮で日本語を学ぶ外国人の宇都宮
市への愛着度は低い

宇都宮市国際交流プラザ
・相談事業
・生活に役立つ情報提供
・日本語教室
・国際交流イベント

宇都宮大学国際学部付属多文化公共圏センター
・生活に役立つ情報提供
・国際的な課題について国籍問わず多様
な人たちが意見交換する場

バンバ市民広場
・フェスタmy宇都宮国際交流広場

目的：宇都宮市で行われている多文化交流の取り組
みを知る

〇事業実施における役割 〇事業実施に伴う効果

食まちフェスin宇都宮イメージ図


